
核兵器のない世界の構築を目指して！
ノーモア・ヒロシマ、ノーモア・ナガサキ、ノーモア・ヒバクシャ、ノーモア・ウオー

２２日 LI 校のオーディトリアムで被爆体験者のお

話を聞く会が行われました。お出で頂いたのは、木戸

季市（きどすえいち）さんという方で、日本原水爆被

害者団体協議会の書記局次長をされている方です。国

連で今月７日に開催された国連会議「ＮＰＴ会議」に

出席されるためと、３日から６／２２まで国連で行わ

れている被爆展示のお手伝いをされるために来米され

たとお聞きしました。

講演 は４校

時 には 、初等

部 ３年 生から

６ 年生 まで、

午 後は 中高等

部と２回に分けて行いました。学年があがるほど、落ち着いて

お話を聞くことができていて、午後の中高等部はさすがにしっ

かりと集中して聞いている様子を見て取ることができました。

人数も少なく、講師の先生がステージから降りて、ステップに

腰掛けて同じ目線で語りかけたのが良かったのかもしれませ

ん。先生が持参してくださった、長崎市の発行している写真集

を生徒の席に回覧したのも視覚による刺激も加わり、強烈な印象を子どもたちに与えた結果かもしれ

ません。終わった後、先生と握手して会場を後にする生

徒の中には、涙ぐんでいる子も見えました。短い時間で

のことですが、大きな感動と衝撃が走った５０分間でし

た。

先生はわずか５才の時に長崎で被爆され、大変悲しく

辛い経験をされました。若い頃には結婚をあきらめなけ

れば、、、と考えられたり、被爆者であることで偏見と差

別の目にさらされたりと、言葉では言い尽くせないこと

が言外に語られました。子どもたちからの質問の中に、「先

生はその後ご家庭を持たれたのですか？」というものが

ありました。「反対はされましたが、家内と結婚すること

ができました。それに娘もでき、最近結婚もしました。」

と先生がお答えになると、会場から大きな拍手が起こり

ました。辛いお話の中に、幸せの光を見いだした思いで、

きっと拍手が起きたのだろうと感じました。

また、生徒から核心を突く質問が出されました。「その

とき、先生はアメリカを憎いと思いませんでしたか？」

それに先生はすぐさま、こう答えられました。「そう思っ

No.９
2９ May 2010 発行

ニューヨーク補習授業校

発行責任者：校長 小野 康雄
56 Harrison St. Suite204,New Rochelle,
New York 10801 U.S.A..
Tel:(914)636-3770 Fax:(914)636-7476

職員退職のお知らせ

長年中高等部でご活躍いただいた先生

が、退職されました。

先週 WTA 校中高等部中１担任の桝井

先生から５月１３日付けの退職届が届

き、突然でしたが退職されました。この

ことについては、先週の１９日付の保護

者会メールで関係の保護者の皆様にはお

伝えしたところです。

今後できるだけ早く後任の担任を配置

できるように取り計らっていきたいと思

います。子どもたちや保護者の皆様にも

ご心配をおかけすることになりますが、

事情をご賢察の上、ご理解ご協力を宜し

くお願いいたします。



たこともありました。でも日本人とか、アメリ

カ人とか、そんなことは小さいことです、そう

ではなく、核兵器は人類を滅ぼすものであり、

私たちは人類を守るために核兵器廃絶を訴えて

いるのです。原爆の被害を受けた日本と原爆を

落としたアメリカが手を取り合って核廃絶を訴

えたら、これほど大きな力はないと思います。」

先生のお話の中で、特に印象に残った言葉は、

「解決できない課題はない」、「核兵器も人間が

作ったものだから、人間が集まって約束をすれ

ば、必ず核兵器を無くせる」でした。このこと

は一人一人に核兵器廃絶に向けて意思を表明す

ることを求めているようにも聞こえました。「核

兵器を使ったら、人類が滅びる」とも話され、

その思いがこうした活動の原動力になっている

のだと想像されました。被爆者としては、一番

若い世代になるとのことで、今後被爆者が高齢

化していく中で、今回は大変貴重なお話を聞く

ことができました。子どもたち一人一人と握手

され、思いを託しているように感じました。

住友生命主催

「第３３回こども絵画コンクール」

先日、住友生命の方が事

務所にお見えになり、昨年

度開催された、絵画コンク

ールで本校の生徒二人の作

品が見事優秀な賞をいただ

き、作品と賞品の額を持参

してくださったのです。見るとカラフルなすてきな作品でした。

お話を聞き、またびっくりしたことがあります。それは、これ

らの入賞作品はルーブル美術館に一定期間展示されていたということでした。日本に行き、そしてフ

ランスに渡り、また日本に、そしてニューヨークへとこれらの絵は、この間に遙々と海を渡り世界を

一周してきたことになります。受賞をお祝いするとともに、今年も多くの皆さんに挑戦して欲しいと

思いました。

の予定の予定

銀賞 石神 慎也(LI 校昨年度初等部２年)

ＣＧの部銀賞 加藤 舞(LI 校昨年度中３)

お 知 ら せ

先週号から Big Apple はＨＰで
見ていただけるようになりまし
た。カラーですので是非ご覧い
ただきたいと思います。
これからは基本的にはホーム

ページでの配信になります。
ただし、月末号は翌月の予定表
が入りますので、印刷して配布
する予定です。

先週２２日に校章選考委員会が開かれました。
予定通り子どもたちに見てもらい、できればデザ
インの趣旨も読んでもらって投票をしてもらうこ
とになりました。

まず、２９日は LI 校での展示、投票が行われ
ます。続いて翌週の６月５日には WTA 校で展示、
投票が行われます。いずれも幼児部から高等部ま
での子どもたちによる無記名投票です。この結果
を参考にし、更に選考委員会でデザイン関係の専
門家の方にも入っていただき、検討した上で最終
的な案に仕上げていくことになります。

応募してくださった保護者の皆様や児童生徒の
皆さん、ありがとうございました。皆さんの補習
校大好き！という思いを結集していいものに仕上
げていきたいと思います。

どうぞお楽しみに！

授業日 WTA校 LI校

６／５ 絵画コンクール案内

校章展示・投票

〈合同運営協議会(LI)〉

絵画コンクール案内

６時間授業②（運動会練習）

６／１２ 幼初等部６時間授業② 運動会

６／１９ 初等部社会科授業① (運動会予備日)

６／２６


